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【研究課題】
　保育の計画と実践・評価・改善

【研究・研修の視点】
　近年，子どもたちの自由あそびの時間が減少していることが指摘されている。ある研究によると
日本の子どもが屋外で自由に遊ぶ時間は過去20年間で約30%減少しているという。また， OECDの
報告では，幼児期の自由遊びが社会性や問題解決能力の発達に重要な役割を果たすことが示されて
おり，自由遊びの不足が子どもの発達に与える悪影響について懸念されている。さらに，別の調査
では，自由遊びの時間が短い子どもほど，対人関係の構築を苦手とする傾向があることが報告され
ている。このような現状を踏まえ，本園では「子どもたちが夢中になり，没頭して遊ぶ環境」を整
えることの重要性を再認識し，保育の在り方を見直してきた。
　本研究では，紫原幼稚園で導入した「ライオンタイム」をとおして，自由遊びが子どもの主体性
や社会性の発達にどのような影響を与えるのか明らかにすることを目的とする。具体的には，以下
の3つの視点から研究を進めている。

【研究・研修の手がかり】
⑴　子どもたちに「あそびこむ」楽しさを実感させたい。
⑵　毎日の保育案に子どもたちの成長の記録を残し，保育の振り返りや改善に活かし次回に繋げて
いく。
⑶　子どもたちの主体性，協力性，学びの深まりを促す環境づくりに努める。

【研究計画】
（令和６年度）
　・　幼児期に経験する遊び・豊かな体験を行えるように職員で話し合い，保育活動や園内行事の
見直しを行う。

　・　「発表会」に向けた活動を行う中で，必要な援助や経験を検討・実践し，子どもの育ちを見つ…
める。

（令和７年度）
⑴　子どもたちの「あそび」の質の変化
　ライオンタイム導入前後で，子どもたちのあそび方や関わり方がどのように変化したか観察
する。
⑵　保育者の関わり方の変化
　自由遊びの時間が増えることで，保育者の支援の仕方や子どもとの対話がどのように変化す
るか分析する。
⑶　子どもたちの発達への影響
　自由遊びを通じて，子どもたちの自己肯定感や問題解決能力がどのように育まれるか検証す
る。本研究の結果をもとに，自由遊びの重要性を再認識し，今後の保育実践や研修に活かすこ
とを目指す。

植木　章子（鹿児島キャリアデザイン
専門学校 こども学科 非常勤講師）
今村　理絵（つばき幼稚園）
﨑濱　彰吾（紫原幼稚園）
吉元　瑞稀（紫原幼稚園）
吉井　　健（信愛こどもの園）

「保育活動の取組と子どもの育ち」
　～コロナ禍の保育活動を経て
　　　　見えてきた子どもの姿～
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【発表の概要】
⑴　研究・研修テーマの捉え方
　本研究では，「あそび」をとおした子どもの成長に着目し，主体的な「あそび」が社会性や自己
肯定感の発達にどのような影響を与えるのかを探る。特に，紫原幼稚園における「ライオンタイム」
の実践をとおして，自由な遊びの場がどのように子どもの学びを深めるかについて分析する。
　近年の研究によると，幼児期に十分な遊びを経験することで協調性や問題解決能力が向上する
ことが示されている。コロナ禍以降，実際の保育現場では，「あそび」の時間が減少し，「あそびこむ」
経験が十分に提供されていない可能性もある。そこで，本研究では，「あそび」の環境が子どもの
学びにどのような影響を与えるのか明らかにすることを目的とする。
⑵　研究内容
ア　全保育室６か所と園庭に各あそびの部屋を設け，１時間の「ライオンタイム」の中で，子ど
もたちは自由にあそびの部屋を行き来する。補助教諭は各部屋におり，子どもたちのあそびの
支援を行う。その際，担任は危険行為がない限り見守り，子どもの姿を観察しながら記録をする。
イ　「ライオンタイム」終了後，保育者は子どもたちの姿や取組の反省を提出し，他の保育者と
意見交換をして次回のライオンタイムや保育に活かしていく。
ウ　子どもの健やかな成長に「あそびこむ」ことがどれだけ必要で価値のあることなのか保護者
にも認識を深めてもらうため，情報提供を充実する。

⑶　研究の方法
ア　子どもたちが主体的に遊ぶ環境を整えるために，「ライオンタイム」をとおして，その実践と
評価を通じて保育の質の向上を図る。
イ　子どもたちの「あそび」の変化を季節ごとに観察記録し，環境の違いが遊びの質や関わり方
にどのような影響を与えるのかを分析する。
ウ　子どもたちの遊びや成長の変化を保護者に情報提供することで，園と家庭の連携を強化する
とともに，保護者の「あそびこむ」ことの価値への認識を深める。

⑷　実践例
　「ライオンタイム」導入後，子どもたちの遊びの様子を定期的に記録・分析し，遊びの質や関
わり方の変化を観察した。特に，以下の3つのポイントに着目することとした。
ア　遊びの広がり
イ　主体性の変化
ウ　保育者の関わり方の変化
　実践の際は，季節ごとの遊びの変化も考慮し，子どもの興味や発達段階に応じた環境調整を
行った。

⑸　まとめ
ア　「ライオンタイム」導入後，子どもたちが自ら遊びを創造し，試行錯誤しながらあそぶ姿が
多く見られるようになった。特に，友達との協力や対話が活発になり，「結果より過程を楽しむ」
姿勢が育まれている。
イ　保育者が「見守る」役割にシフトすることで，子どもたちは自由にあそびながら自主性を育
てる機会を得ることができた。また，あそびの記録を振り返ることで，より適切な遊びの環境
や保育を整えることができるようになってきた。
ウ　ブログや対面での情報共有により，保護者とのコミュニケーションも充実することができた。
特に「ライオンタイム」をとおして，今後の子どもの課題やその解決に向けた取組等について
も情報共有をすることができるようになってきて，信頼関係の向上にも繋がった。

⑹　今後の課題
　本研究を通じて，「あそびこむ」環境が子どもの発達において重要な役割を果たすことが確認で
きた。その結果，保育者の意識や関わり方に変化が見られるようになった。今後は，年齢ごとの「あ
そび」の発展や効果的な保育者の関わり方の検討をさらに進め，保育実践に活かしていく。また，
家庭や地域との協力体制を強化し，子どもたちがより自由に「あそび」，学びを深められる環境
作りを模索していく。

【討議の柱】
ア　子どもたちが「あそびこむ」ための日々の保育環境整備と工夫
イ　保護者との連携と遊びの価値の共有方法
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【問題提起に関する質疑応答】
質問：�　廃材以外に保護者からもっと大きな協力を受けられた材料があるのか知りたい。
回答：�　今までで一番大きなものは土である。建設会社に勤めている卒園生の保護者の方に土をい

ただくことはできないかと相談したところ，畑の土を軽トラ１台分もらうことになった。他
には大きな貝殻等も外海関係に勤めている方に協力をお願いして準備を行っている。

質問：�　各部屋の職員配置はどうしているのか。また，片付けは年長だけがするのか，全員で片付
けをしているのか。

回答：�　職員配置に関しては，廃材ははさみを使ったり，園庭では怪我もあったりするため，５，
６人と多く配置をしている。机上遊びは怪我等もないため，１人配置をしている。また，前
半と後半で分け，担任，副担任がライオンタイムの姿を見られるようにしている。お片付け
は年長だけがするのではなく，全園児が片付けをするようにしている。片付けまでがライオ
ンタイムというようにしている。

質問：�　ライオンタイムが始まってから，ライオンタイム以外で子どもたちの様子の変化，成長が
あったのか。そして，ライオンタイムに向けて子どもたちも準備を行っていたのか。

回答：�　子どもの姿としては，今まで単調な遊びが多かった。ライオンタイムだけではなく，通常
保育で，廃材あそびをしたり，実際にライオンタイムで行った遊びに取り組んだりすること
によって，子どもたち自身が自信をもって遊ぶことができている。そして職員の考えが変わ
り，柔軟な考えになったことから，子どもたちも影響されて，のびのびと遊ぶ姿が見られて
いる。子どもたちの準備に関しては，魚の色塗りをしたりキャップの絵合わせのシールを貼っ
たりして自分たちでも準備をして取り組んでいる。

質問：�　大きな危険に繋がらないように事前に工夫していることや環境の工夫があるのか。
回答：�　１回声を掛けてしまうと，遊びに集中できないため，危険がない限りは見守るようにして

いる。見守るためには職員配置の工夫が必要になってくるため，職員間で連携を取るように
している。環境は鞄棚やお道具箱の棚は裏返しにしておき，触らないようにしたり，部屋に
入る職員との事前打合せで，危険物がないか確認をしたりしている。最後に主任が確認を行
い，怪我がないようにしている。

【討議内容】
ア　子どもたちが「あそびこむ」ための日々の保育環境設備と工夫
　・�　給食まで自由に遊ぶ自由保育の日を設けることで，子どもたちが自由に遊びこめるようにしている。
　・�　遊びこませるということは年齢の違いによる生活リズムの違いや危険行動もあることから，
職員配置が難しい。

　・�　夏の遊びができるようにコーナーを設けて，水遊び，シャボン玉，色水等で好きな遊びをす
る。また，廃材あそびからお店屋さんごっこへの導入として行っている。登園前に遊びのきっ
かけをつくっている。

　・�　月１で安全点検を行っている。主体的に遊べるように子どもたちに聞いて遊びを取り入れて
いる。また，積み木の部屋を作り自由に遊べるようにしている。

　・�　異年齢児の交流を通して，高度な遊びに参加したり，クラスの行き来をしたりすることで，
自分たちでおもちゃの貸し借りを行うことができている。

イ　保護者との連携と遊びの価値の共有方法
　・�　連絡帳やクラスだより，インスタグラム，ブログで普段の様子を伝えている。保護者は園で
の様子を知ることができ，保護者と自分たち自身の話すきっかけにもなっている。日頃から10
の姿を意識して保育をしている。また，遊びや行事への理解を深めてもらうために，文科省が
出している「遊びでどのような力が育つのか」を保護者に見てもらう。

　・�　参観を通して遊びの姿を見てもらう。共有方法は，ブログ等を活用しているが，顔を載せてほし
くない保護者がいたり，偏りが出てしまったりすることが問題点として出ている。また，汚れてし
まうのが嫌で見学する子どももいる中で，遊びが成長にどれだけ必要なのか共有することが難しい。

　・�　運動会や発表会の様子をYouTubeにアップして子どもと家族が身近に見られるようにしている。
　・�　園だよりを用いてお知らせしている。また，年間行事や週の予定をお知らせしている。
　・�　個人面談を行っている。
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　・�　月末に子どもの様子を写真で見られるようにアップしている。
　・�　遊びの狙いを伝え，保護者の理解と協力を得ている。

【助言者のまとめ】
◯助言者：植木 章子先生
　　　　　（鹿児島キャリアデザイン専門学校 こども学科
　　　　　  非常勤講師）
・�　幼児の自発的な活動としての遊びは，心身の調和のとれた
発達の基礎を培う重要な学習であることを考慮して，遊びを
通しての指導を中心として幼稚園教育要領第２章（ねらい及び内容）の示すねらいが総合的に達成
されるようにすることと述べている。保育の展開にあたっては，一人ひとりの幼児が教師の援助の
下で主体性を発揮して活動を展開していくことができるような幼児の立場に立った保育の展開を
すること。活動の主体は幼児であり，教師は活動が生まれやすく，展開しやすいように意図をもっ
て環境を構成していくことが大切である。
〇　討議の柱アについて
★　子どもたちがあそびこむための日々の保育環境整備と工夫
・�　遊びこめる環境とは…没頭，主体性，探求心，達成感。子どもたちが遊びに夢中になり，深く
没頭できるような環境のこと。その中で，遊びの中で工夫を凝らしたり，目標に向かって継続的
に取り組んだりして，遊びを発展させていくことが必要である。

〇　子どもの主体性：子ども自ら遊びを考え，工夫し探求できるような環境であること
〇　十分な時間：遊びに集中できるような十分な時間を提供すること
〇　多様な素材：創造性を刺激する様々な素材や道具を用意すること
〇�　適切な空間：遊びに没頭できる広さや遊びの種類に応じた空間を確保すること
〇�　関わりの配慮：教師は見守り必要に応じてサポートすることで子どもの遊びを深めること
★　保育者の援助
①�　一人ひとりの子どもの状況や家庭及び地域社会での生活の実態を把握する。
②�　子どもの発達について理解し，一人ひとりの発達過程に応じて保育する。
③　子どもの主体としての思いや願いを受け止める。
④　子どもの生活のリズムを大切にする。
⑤�　子ども相互の関係づくりや互いに尊重する心を大切にし，集団における活動を効果あるものに
するよう援助する。
⑥　子どもが自発的・意欲的にかかわれるような環境を構成する。
⑦　生活や遊びを通して総合的に保育する。
⑧　子どもの立場に立った保育を展開（一緒に遊ぶ，モデルを示す，アイデアを出す，提案する）する。
〇　討議の柱イについて
★　保護者との連携と遊びの価値の共有方法
①�　情報発信を見える化すること（行事に参加・参観・便り
など）で子どもの園での姿を知ってもらい，子ども・保育
者の姿や園の方針などを共有する。
②　保護者や地域の人々に機能や施設を開放する。
③�　幼児期の教育に関する相談に応じたり情報を提供したりする。
④　保護者同士の交流の機会を提供する。
◎��　保護者とどのように意思の疎通を図るか，また情報を共
有するかは保育者と保護者の人間関係の上で重要である。
★　まとめ
①　子どもとの関わり
②　保護者との関わり（直接的・間接的）
③　保育に関わる全ての人との連携（保育者間・他職員間・他機関間）
④　保育を計画し，実践する保育者自身の保育の日常に関わるすべての事柄（記録・振り返り）

◎　常にPDCAサイクルを意識して保育を展開していくことが大切である。
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